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 5月18日～6月1日迄､各サイトで美化活動実施しました。資材・営業グループを皮切りに、技術 

コイルグループ、組立グループ、Ｎサイトグループ、機械・タンクグループの順で実施しました。資材・ 

営業・技術・コイルグループが実施した時は草刈り前で、ごみを見つけにくい状態でした。逆に後半

グループは、草刈り作業後に行ったため、様々な廃棄物を回収し､中には､右写真中のような新品 

モニター､中身が入ったままのシェービングクリームなど疑いたくなるような物が出てきました｡反面 

青柳駅周辺はきれいで､お決まりのペットボトル､空き缶のポイ捨ては少なくなりました｡梅雨入りした 

かのような不順な天候で､予定を変更して実施していただいたグループもあり､協力に感謝します｡ 

定期自己評価・ＫＥＳ環境マネジメント登録審査   

7月5日､本年度の定期自己評価を行います｡最近の自己評価では､環境マニュアルを簡素化する動きが 

活発になっています｡環境活動全体として､定着した感があり､何かあるたびにマニュアルを見て確認する 

といったことが､減少していると判断されているからです｡また､環境特有の用語があり､一層､難解だという 

イメージが重なり､利用頻度が減っています｡8月9日､本年度もＫＥＳ環境マネジマント審査があり､審議の 

過程で､当方から問題提起し､マニュアルの位置づけを考え直して行きたいと考えています｡ 

「環境展」見学して来ました 

5月25日東京ビックサイトで行われていた「環境展」見学して来ました。東京オリンピックやコロナ禍でも 

開催されていましたが、ここ数年自粛して見学していませんでした。久しぶりに行ってみると、新電力が 

ソーラーパネルの展示から、小さな設備で出来る小形水力発電の展示中心に変わっていました。ソーラー 

パネルは､新品ではなく､既存設備のリサイクルがﾃ ﾏーになっていました｡脱プラスチックの動きも加速 

して､以前はプラスチックから紙製品に置き換える商品が多く展示されていましたが､木材､廃木材､ダンボール 

ガラスや磁器の廃棄物を加工したものなどが続々と誕生していました｡また､プラスチックを分別する装置や 

洗浄等を行い､再使用可能にするする製品など､プラスチック関連が､これからのメインテーマになりそうです｡ 

紙リサイクルのお話    第3回 ｢雑紙」 

ダンボール、新聞紙はリサイクルの代表です。しかし、それ以外の紙製品もリサイクル可能な商品が 

たくさんあります。良く例に出てくる商品は、ティッシュペーパー箱です。ビニールの部分をはがして 

リサイクルお願いします。部品箱も同じように雑紙の仲間です｡紙袋も紐の部分を外してリサイクル 

します｡身の回りにある商品を見渡すと､リサイクル可能な物が数多くあり､残念ながら､廃棄されている 

可燃ごみの中で､リサイクル可能な雑紙が10％程度捨てられているといわれています｡ごみの絶対量を 

削減するためには､この雑紙を分別してリサイクルすることが決め手になります｡ご協力をよろしく｡ 

最高責任者のコメント   ～ ２０２１年度の反省と本年度目標 ～ 

2021年度の環境目標はすべて達成された｡中でも､電気使用量については､社員の協力に感謝する｡  

使用量の多くは､エアコンや照明設備などで､節電意識の違いで､数字が大きく変わる｡今後も 

今まで以上の意識をもって作業にあたって欲しい｡美化活動はコロナの影響で年3回行う事に 

なったが､全員参加で昨年度は無事終了した｡地域からの評価も高い｡環境教育も環境ビデオを作成 

するなど､新しい試みで知識の習得を目指したが､これは斬新な方法で多いに評価できる｡今年も 

工夫を凝らし､社員が興味を示すような内容で実施してほしい｡エコキャップなども引き続き努力願う｡ 

２０２２年度環境目標達成状況                                                                                                                                                                                                                 

環境目標は､電気 

エコキャップに加え 

美化活動達成しました。 

ありがとうございました。                                      

  

 

 

上段の写真は､水戸市七ツ洞公園内秘密の花園で、

バラの花を撮影して来ました。園内いっぱいに甘い香りが漂っていました。（5月29日撮影） 


